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町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
実

施
の
た
め
、
平
成
21
年
度
予
算
額
よ

り
増
額
し
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

経
費
負
担
者
で
あ
る
住
民
の
み
な
さ

ん
の
福
祉
向
上
に
役
立
て
る
よ
う
編

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
財
産

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

同
様
、
計
画
的
な
保
守
管
理
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
目
的
や
用
途
の
な
い
遊

休
地
は
売
却
す
る
な
ど
し
て
維
持
管

理
費
を
削
減
し
、
庁
舎
を
含
む
施
設

等
の
管
理
委
託
内
容
や
公
用
車
の
維

持
管
理
・
使
用
状
況
等
を
把
握
し
な
が

ら
経
費
節
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
で
多
く
の
退
職
者
が

出
る
予
定
で
す
が
、
補
充
を
抑
制
し
、

適
切
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
事
務
機

構
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
専
門
の
課
を
設
置
し
て
そ
の
振
興

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
税
金
な
ど

の
滞
納
金
に
対
す
る
徴
収
強
化
体
制

も
引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
福
岡
県
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
暴
力
団
排
除
の
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治

体
や
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
と
い
う

気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
に
つ
い
て
は
、
町
の

地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て
、
日
ご
ろ

か
ら
水
防
資
材
の
充
実
や
避
難
体
制

の
整
備
を
進
め
、
特
に
避
難
広
報
の

中
核
と
な
る
防
災
行
政
無
線
の
有
効

活
用
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
活
動
に
つ
い
て
も
、
高
い
防
火
意

識
を
持
っ
て
町
内
消
防
団
員
の
訓
練

研
鑽
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
福
智
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」が
昨
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
基
本
計
画
の
策
定
や

各
種
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、
男
女

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

広
報
活
動
の
理
念
は「
公
平
・
正
確
・

迅
速
・
豊
富
な
情
報
」。
今
後
も
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
ど
な

た
で
も
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

内
容
提
供
を
心
掛
け
、
情
報
公
開
の

一
端
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る

よ
う
な
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
直
し
を
行
い
、

住
民
と
行
政
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
正

確
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
や
Ｉ
Ｔ
は
日
常
生
活
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
行
政
に

お
い
て
も
、
新
規
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り

入
れ
た
業
務
が
増
え
て
お
り
、
ま
す

ま
す
拡
大
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
処

理
や
行
政
情
報
提
供
等
、
情
報
化
社

会
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
が
活
用
で
き
る
通
信
網
の

整
備
を
行
い
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を

取
り
入
れ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
も
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

昨
今
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
対
策

と
し
て
、
雇
用
・
就
職
機
会
を
創
出
す

る
た
め
の
基
金
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
福
智
町
で
も
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
求
職
中
の
か
た
の
生
活
支
援
に
役

立
て
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
19
年
９
月
に「
第
一
次
福
智
町

総
合
計
画（
ま
ち
づ
く
り
計
画
）」を
策

定
し
、
具
体
的
施
策
や
総
合
的
な
推

進
方
策
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
に「
ま

ち
づ
く
り
実
施
計
画
策
定
委
員
会
」か

ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

町
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
、
町

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
有
効

活
用
し
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
合

併
以
後
、
東
京
や
福
岡
市
、
北
九
州

市
で
福
智
町
物
産
品
の
販
売
活
動
を

行
っ
た
り
、
福
岡
・
北
九
州
都
市
圏
か

ら
観
光
客
を
誘
致
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

事
業
を
行
う
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
工
夫
改
善

を
重
ね
な
が
ら
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
施
設
や
上

野
焼
な
ど
の
資
源
の
効
果
的
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
観
光
資
源
を

創
出
し
、
今
年
４
月
1
日
に
合
併
し

た
福
智
町
商
工
会
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
観
光
の
ま
ち
と
し
て
の
基
盤

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
智
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
そ
の
振
興
度
合
が
町
の
将
来
を
大

き
く
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
、
農
家

に
対
す
る
米
個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
や
水
田
利
活
用
需
給
力
向
上
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
福
智
町
に
は

米
麦
大
豆
中
心
の
零
細
農
家
が
多
く
、

そ
の
対
応
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
近
年
の
地
産
地
消

の
流
れ
に
乗
り
、
町
内
の
農
産
物
販

売
所
と
あ
わ
せ
て
、
農
作
物
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
な
方
策
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
農
業
行
政
に
特
化
し
た
課

を
設
け
、
後
継
者
育
成
や
農
作
物
の

計
画
的
生
産
、
消
費
販
路
開
拓
等
の

農
家
支
援
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
雇
用
の
創
出
や
農
作
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

町
内
の
農
業
用
施
設
は
、
鉱
害
復

旧
事
業
や
土
地
改
良
事
業
、
農
村
環

境
整
備
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
今
後

も
計
画
的
に
改
善
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

農
業
用
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
漏

水
や
施
設
の
劣
化
な
ど
の
状
況
が
現

れ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
県
営

事
業
に
よ
る
農
村
振
興
総
合
整
備
事

業
に
取
り
組
み
、
生
産
力
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
老
朽
化

に
よ
り
漏
水
し
て
い
る
農
業
用
水
路
、

溜
池
の
取
水
施
設
お
よ
び
護
岸
、
農

道
、
井
堰
な
ど
の
農
業
用
施
設
を
整

備
し
て
い
く
も
の
で
、
当
該
事
業
が
採

択
と
な
れ
ば
、
広
範
囲
の
農
業
用
施

設
の
改
善
が
可
能
と
な
り
、
福
智
町

の
農
業
振
興
に
寄
与
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急

性
、
予
算
規
模
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路・歩
道・

河
川
等
の
整
備
や
維
持
補
修
を
行
う

予
定
で
す
。
特
に
歩
道
整
備
に
関
し

て
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

石
炭
六
法
失
効
後
、
鉱
害
問
題
は

特
定
鉱
害
地
域
に
起
因
す
る
浅
所
陥

没
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
可

能
性
の
あ
る
地
域
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
要
望
を
行
い
な
が
ら
、
被
害

者
救
済
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
就
労
事
業
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
暫

定
措
置
の
た
め
今
年
度
限
り
で
終
息

と
な
り
ま
す
が
、
事
業
終
息
後
の
雇

用
対
策
に
つ
い
て
も
、
周
辺
自
治
体

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
新
し
い
事

業
の
創
設
に
向
け
て
、
国
、
県
に
働

き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
地
権
者
の
ご
協

力
に
よ
り
、
金
田
の
北
ヶ
迫
地
区
を
法

務
局
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
上
野
地
区
の
一
部（
昭
和
54

年
度
調
査
地
区
：
福
智
下
宮
神
社
周

辺
）の
再
調
査
準
備
を
終
え
た
の
で
、

今
年
度
も
継
続
し
て
調
査
に
入
る
た

め
の
事
前
準
備
を
行
い
、
現
地
立
ち

会
い
並
び
に
地
籍
測
量
等
の
工
程
を

予
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
工
事
発
注
時
の
入
札
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
現
行
の
制

度
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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▼
詳
細
は
Ｐ
６
～
７

誕生して５年目という節目の年を迎えた福智町。
町政の礎に加え、福智らしさという個性が求められる転

ターニングポイント

換期にさしかかりました。
６月定例議会で浦田弘二町長が表した施政方針では、今後目指すべき町の色（カ
ラー）が示されています。福智の原色にどのような独自の色を加えていくのか、
この町で描かれる施政の彩りを見てみましょう。
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